
地球環境を守るため再生紙を使っています。
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日本共産党 日本共産党 無料法律・生活相談
毎週金曜日10～12時
市議団控室　予約を

中 道 浪 子（261）4355

笠 原 寅 一（263）0688

長谷川　薫（234）5326

小 林 久 子（283）6756

近 藤 好 枝（283）8123

12月
議会報告環境と雇用・くらしを守る市政に

小林久子議員 中道浪子議員近藤好枝議員 長谷川薫議員 笠原寅一議員

市民要求の実現めざし奮闘します

※ご意見、ご要望をお寄せ下さい。

十
二
月
議
会
は
、
一
日
か
ら
十
六
日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
括
質
問
を
、
長
谷
川
薫
議
員
、
近
藤
好
枝

議
員
、
小
林
久
子
議
員
が
行
い
、
産
廃
処
理
施
設
建
設

反
対
の
陳
情
を
市
民
経
済
常
任
委
員
会
で
長
谷
川
議
員

が
質
疑
。
中
道
浪
子
議
員
は
、
総
務
常
任
委
員
会
で
前

工
跡
地
問
題
を
審
議
し
、
本
会
議
で
反
対
討
論
、
意
見

書
起
草
委
員
で
奮
闘
し
ま
し
た
。
十
一
議
案
の
反
対
討

論
を
笠
原
寅
一
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

同
議
員
は
「
大
胡
・
宮
城
・
粕
川

支
所
は
合
併
時
の
七
課
か
ら
三
課
に

縮
小
さ
れ
、
市
民
は
行
政
が
遠
く
な

っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
生
活
保
護
の

相
談
申
請
や
滞
納
相
談
な
ど
、
市
民

に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を
支
所
・
出
張

所
で
出
来
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
市
民
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
い

つ
で
も
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
る

べ
き
」
と
質
問
。
当
局
は
「
現
在
の

体
制
で
対
応
す
る
」
と
充
実
改
善
の

姿
勢
を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

近
藤
好
枝
議
員
は
「
昨
年
来
の
景

気
悪
化
で
苦
し
む
中
小
企
業
・
自
営

業
者
へ
の
生
活
密
着
型
公
共
事
業
の

発
注
を
増
加
す
べ
き
。
景
気
刺
激
策

と
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

な
ど
の
新
た
な
制
度
の
創
設
。
さ
ら

に
、
特
別
融
資
経
営
安
定
資
金
を
使

い
や
す
く
す
る
た
め
に
、
据
え
置
き

期
間
・
返
済
期
間
の
延
長
。
経
営
難

に
あ
え
ぐ
企
業
に
対
す
る
雇
用
安
定

助
成
金
を
市
独
自
で
上
乗
せ
補
助
を

す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

当
局
は
「
六
月
・
九
月
補
正
で
緊

急
経
済
対
策
や
融
資
制
度
に
対
す
る

預
託
金
の
追
加
な
ど
お
こ
な
っ
て
い

る
」
と
従
来
の
取
り
組
み
を
説
明
す

る
だ
け
で
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

ま
た
同
議
員
は
「
十
一
月
の
前
橋

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
有
効
求
人
倍
率

〇
・
六
倍
の
深
刻
な
雇
用
情
勢
に
応

え
て
①
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
使
い

市
独
自
の
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
金

制
度
を
創
る
こ
と
。
②
求
職
・
住

宅
・
生
活
支
援
（
生
活
保
護
・
融
資
）

を
一
つ
の
窓
口
で
行
な
え
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
。
③
ホ
ー

ム
レ
ス
な
ど
の
救
済
策
を
具
体
化
す

べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

当
局
は
「
緊
急
雇
用
対
策
に
つ
い

て
は
今
後
も
実
施
す
る
。
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
国
の
動
向
に
よ

り
、
実
施
の
方
向
で
検
討
す
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

強
化
や
畜
産
業
者
に
対
し
て
は
施
設

整
備
の
支
援
を
お
こ
な
う
な
ど
汚
染

対
策
の
抜
本
的
な
改
善
を
は
か
る
べ

き
」
と
迫
り
ま
し
た
。

市
長
は
、
大
変
な
状
況
で
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
の
で
地
元
自
治

会
と
協
議
し
て
改
善
し
た
い
旨
の
前

向
き
な
答
弁
を
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
新
年
度
に
観
光
基
本
計

画
を
制
定
し
、
赤
城
山
は
そ
の
中
心

と
な
り
ま
す
。
表
玄
関
で
あ
る
西
大

河
原
地
区
は
、
カ
ラ
ス
や
と
ん
び
が

何
百
羽
も
飛
び
交
い
悪
臭
街
道
と
な

っ
て
い
ま
す
。

同
議
員
は
「
悪
臭
の
汚
染
源
を
特

定
し
、
産
廃
業
者
へ
の
指
導
監
督
の

赤
城
山
鍋
割
山
直
下
の
柏
倉
地
内

に
計
画
さ
れ
て
い
る
民
間
産
廃
処
理

施
設
（
家
畜
糞
尿
・
食
物
残
渣
・
汚

泥
を
堆
肥
化
し
製
造
販
売
）
の
営
業

許
可
申
請
が
前
橋
市
に
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
長
に
九
二
〇
二
名
の
建

設
反
対
請
願
が
、
議
会
に
は
陳
情
書

（
建
設
に
反
対
す
る
市
民
の
会
と
宮

城
自
治
会
連
合
会
の
連
名
）
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
長
谷
川

薫
議
員
が
、
本
会
議
で
は
近
藤
好
枝

議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

「
①
全
国
の
同
種
施
設
で
は
地
下
水

汚
染
を
起
こ
し
住
民
と
の
紛
争
が
発

生
し
て
い
る
。
建
設
予
定
地
周
辺
の

十
二
か
所
の
水
道
水
源
の
汚
染
の
心

配
は
な
い
の
か
。
②
産
廃
が
滞
留
し

野
積
み
さ
れ
、
悪
臭
の
発
生
に
よ
る

環
境
汚
染
が
心
配
。
③
県
外
か
ら
違

法
な
産
廃
が
持
ち
込
ま
れ
る
危
険
性

が
あ
る
。④
野
鳥
や
鹿
、猪
な
ど
鳥
獣

が
住
処
を
追
わ
れ
、農
作
物
へ
の
被
害

が
増
す
の
で

は
な
い
か
」

と
建
設
反
対

の
住
民
の
願

い
を
代
弁

し
、
た
だ
し

ま
し
た
。

市
は「
法
に

も
と
づ
く
申

請
で
あ
れ
ば

許
可
せ
ざ
る

を
え
な
い
」

と
い
う
答
弁

に
終
止
し
建

設
反
対
を
願

う
住
民
の
立

場
に
立
ち
ま

せ
ん
で
し
た
。

前
橋
市
は
六
供
・
亀
泉
・
大
胡
の

三
清
掃
工
場
を
統
合
し
二
〇
一
六
年

に
下
増
田
町
に
新
清
掃
工
場
を
建
設

す
る
計
画
で
す
。
一
か
所
に
大
規
模

な
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
、
市
民

か
ら
疑
問
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

小
林
久
子
議
員
は
「
六
供
は
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
対
策
工
事
を
行
い
亀
泉
と

大
胡
は
新
し
い
炉
に
し
て
か
ら
ま

だ
、
六
〜
七
年
し
か
経
過
し
て
い
な

い
。
国
も
施
設
の
延
命
化
を
支
援
す

る
方
向
で
あ
り
、
三
工
場
の
延
命
を

図
る
べ
き
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

環
境
部
長
は
「
大
胡
と
亀
泉
は
老

朽
化
し
不
可
能
。
六
供
は
工
事
に
五

〇
億
〜
七
〇
億
円
か
け
て
も
十
年
延

び
る
だ
け
。
工
事
期
間
中
の
ご
み
処

理
の
委
託
も
困
難
」
と
一
か
所
に
統

合
す
る
考
え
を
改
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
同
議
員
は
「
環
境
影
響
評
価

で
市
内
四
か
所
と
伊
勢
崎
玉
村
三
か

所
で
説
明
会
を
行
な
っ
た
が
、
多
く

の
市
民
は
内
容
を
ま
っ
た
く
知
ら
な

い
。
全
市
民
対
象
に
丁
寧
な
説
明
を

行
な
い
、
建
設
に
つ
い
て
の
市
民
合

意
を
ま
ず
得
る
べ
き
」
と
質
問
。

当
局
は
「
説
明
会
は
七
か
所
だ
が
、

全
市
民
を
対
象
と
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
会
議
録
も
公
開
し
、
市

民
に
周
知
し
て
い
る
」
と
答
弁
を
し

ま
し
た
。

ガ
ス
化
溶
融
炉
は
危
険
！

同
議
員
は
「
市
は
①
焼
却
炉
②
焼

却
炉
＋
灰
溶
融
炉
③
ガ
ス
化
溶
融
炉

の
三
方
式
か
ら
選
定
す
る
と
し
て
い

る
が
、
国
は
交
付
金
の
要
件
に
灰
溶

融
炉
や
発
電
施
設
の
併
設
を
自
治
体

に
誘
導
し
て
い
る
。
一
三
〇
〇
度
以

上
の
高
温
で
ご
み
や
灰
を
溶
か
す
溶

融
炉
は
、
爆
発
事
故
が
多
発
し
維
持

管
理
費
が
か
か
る
。
溶
か
し
て
固
め

た
ス
ラ
グ
も
安
全
性
に
問
題
が
あ
り

選
定
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
質
問
。

当
局
は
「
新
清
掃
工
場
整
備
検
討
委

員
会
の
専
門
部
会
で
選
定
す
る
」
と

答
弁
で
は
溶
融
炉
の
選
定
を
否
定
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

景
気
悪
化
か
ら
業
者
・
労
働
者
を
守
れ

宮
城
地
区
産
廃
施
設
建
設
に
九
千
人
余
の
反
対

富
士
見
・
西
大
河
原
地
区
の
悪
臭
対
策
を
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新
清
掃
工
場
建
設
は
住
民
合
意
を
前
提
に

支
所
・
出
張
所
の
サ
ー
ビ
ス
充
実
を

建設予定地から鍋割山をのぞむ

市内の金属加工業者



安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

合
併
前
か
ら
粕
川
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
は
、
六
十

歳
か
ら
無
料
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
一
〇
年
三

月
限
り
で
廃
止
し
、
全
市
並
み

に
六
十
五
歳
以
上
と
す
る
提
案

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
を
二
〇
一

〇
年
四
月
か
ら
年
金
天
引
き
す

る
条
例
の
改
正
案
が
提
案
さ

れ
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
反

対
し
ま
し
た
。

笠
原
寅
一
議
員
は
「
年
八
回

に
分
け
て
納
入
し
て
い
た
も
の

が
年
金
支
給
月
に
合
わ
せ
六
回

と
な
る
た
め
に
一
回
あ
た
り
の

国
保
税
額
は
増
額
と
な
る
。
年

金
者
は
す
で
に
、
介
護
保
険

料
・
所
得
税
が
天
引
き
さ
れ
、

そ
の
上
国
保
税
、
二
〇
一
〇
年

十
月
の
住
民
税
が
加
わ
れ
ば
、

市
民
の
負
担
感
を
よ
り
重
く
し

ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
年
金
天
引
き
の
時
の
様

に
、
高
齢
者
か
ら
抗
議
の
電
話

が
市
に
殺
到
す
る
こ
と
は
必
至

で
す
。
市
民
税
や
国
保
税
の
納

税
は
、
窓
口
納
付
や
口
座
振
り

替
え
な
ど
自
主
納
付
を
基
本
と

す
べ
き
で
あ
り
、
安
易
な
年
金

天
引
き
を
、
市
民
の
理
解
な
し

に
強
制
的
に
行
な
う
こ
と
に
は

反
対
」
と
討
論
し
ま
し
た
。
他

会
派
は
賛
成
し
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

同
議
員
は
「
高
齢
化
社
会
の

中
で
全
市
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
料
金
無
料
化
は
六
十
五
歳

か
ら
と
い
う
の
で
な
く
、
こ
の

際
六
十
歳
か
ら
実
施
す
べ
き
」

と
反
対
し
ま
し
た
。

約
十
七
億
円
も
の
損
失
、

共
愛
学
園
跡
地
の
売
却

方
針
の
撤
回
を

長
谷
川
薫
議
員
は
、
旧
共
愛

学
園
跡
地(

岩
神
町
二
丁
目)

の

売
却
方
針
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

同
議
員
は
「
近
隣
住
民
は
福

祉
施
設
や
市
営
住
宅
な
ど
の
公

共
的
な
土
地
利
用
を
求
め
て
い

る
。
基
本
構
想
策
定
中
の
美
術

館
の
候
補
地
に
も
な
る
。
売
却

予
定
価
格
も
十
二
年
前
の
購
入

時
の
二
十
三
億
五
千
万
円
の
四

分
の
一(

約
五
億
八
千
万
円)

に

大
幅
な
下
落
を
し
て
い
る
。
い

ま
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
切

迫
し
た
理
由
は
な
い
。
損
を
し

て
ま
で
売
り
急
が
ず
、
市
民
の

意
見
を
良
く
聞
く
べ
き
」
と
質

問
し
ま
し
た
。

当
局
は
「
利
用
計
画
が
な
い

の
で
売
却
し
た
い
」
と
答
弁
。

他
の
会
派
所
属
の
議
員
全
員
が

売
却
に
賛
成
し
ま
し
た
。

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

前
橋
店
の
存
続
を

前
橋
駅
前
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
の
撤
退
問
題
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

同
議
員
は
「
二
〇
一
〇
年
九

月
で
閉
店
と
い
う
報
道
以
降
、

多
く
の
市
民
が
存
続
を
働
き
か

け
て
ほ
し
い
と
求
め
て
い
る
。

駅
前
店
は
高
齢
者
な
ど
の
交
通

弱
者
が
バ
ス
を
使
っ
て
買
い
物

が
で
き
る
数
少
な
い
大
型
店
に

な
っ
て
い
る
。
市
の
玄
関
口
で

あ
り
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
も
悪
影
響
が
及
ぶ
こ
と
は
必

至
。市
と
し
て
存
続
に
全
力
を
」

と
質
問
。

市
当
局
は
「
情
報
を
集
め
、

存
続
に
向
け
て
時
期
を
失
し
な

い
よ
う
に
働
き
か
け
た
い
」
と

表
明
し
ま
し
た
。

倒
産
し
た
穴
吹
・
サ
ー

パ
ス
入
居
者
の
不
安
に

応
え
る
支
援
を

会
社
更
生
法
の
適
用
を
申
請

し
て
事
実
上
倒
産
し
た
穴
吹
工

務
店
問
題
を
質
問
。

同
議
員
は
「
同
工
務
店
の
マ

ン
シ
ョ
ン
・
サ
ー
パ
ス
が
市
内

に
十
九
棟
九
百
二
十
六
戸
も
建

て
ら
れ
て
い
る
。
多
額
の
住
宅

ロ
ー
ン
を
組
ん
で
購
入
し
た
市

民
は
、
今
後
の
安
定
的
な
管
理

が
行
な
わ
れ
る
か
ど
う
か
大
変

心
配
し
て
い
る
。
市
が
売
却
し

た
土
地
に
も
建
て
ら
れ
て
お

り
、
民
間
と
は
い
え
市
も
無
視

す
べ
き
で
は
な
い
。
直
ち
に
市

主
催
の
相
談
会
を
開
く
べ
き
。

市
営
住
宅
建
設
を
抑
制
し
て
、

民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
に
過
度
に
依

存
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
是
正
す

べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

当
局
は
「
個
別
の
相
談
に
は

応
ず
る
が
、
全
入
居
者
対
象
の

相
談
会
の
開
催
は
考
え
て
い
な

い
。
市
場
原
理
に
も
と
づ
く
開

発
が
進
ん
だ
も
の
」
と
そ
っ
け

な
い
答
弁
を
し
ま
し
た
。

前
工
跡
地
の
土
壌
汚
染
問
題

で
、
市
が
県
を
訴
え
る
議
案

(

〇
八
年
十
二
月
議
会
に
否
決

さ
れ
た
も
の
と
同
じ
議
案)

が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
総
務
常
任

委
員
会
で
は
反
対
多
数
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
が
、
本
会
議
で
は

一
年
前
に
同
議
案
に
反
対
し
た

公
明
党
が
賛
成
に
回
り
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

中
道
浪
子
議
員
は
、
委
員
会

審
査
で
「
市
長
が
県
と
結
ん
だ

契
約
は
、
土
壌
汚
染
が
あ
っ
て

も
市
が
一
切
の
責
任
を
も
つ
と

い
う
前
代
未
聞
の
契
約
（
第
九

条
　
左
ワ
ク
の
通
り
）。
市
長

は
小
寺
前
知
事
と
の
契
約
で
あ

れ
ば
、
何
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫

と
ば
か
り
に
、
安
易
な
契
約
を

結
ん
だ
の
で
す
。
県
も
市
も
予

想
で
き
な
い
汚
染
が
発
見
さ
れ

た
の
で
、
契
約
そ
の
も
の
が
無

効
と
『
要
素
の
錯
誤
』
を
主
張

す
る
こ
と
は
、

問
題
の
摩
り
替

え
で
は
な
い

か
」
と
質
問
。

ま
た
「
選
挙

で
交
代
し
た
大

沢
知
事
に
市
長

が
自
ら
誠
意
を

つ
く
し
て
直
接

話
し
合
い
の
要

請
を
し
て
い
な

い
。
こ
れ
で
は

話
し
合
い
の
場

が
も
て
る
は
ず
が
な
い
」
と
厳

し
く
批
判
し
ま
し
た
。

本
会
議
総
括
質
問
で
も
長
谷

川
議
員
が
「
自
ら
の
誤
り
を
認

め
ず
県
を
訴
え
る
こ
と
は
止
め

る
べ
き
」
と
問
題
点
を
指
摘
し

質
問
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
道
議
員
は
、

「
行
政
の
プ
ロ
な
ら
、
土
壌
汚

染
調
査
は
先
に
す
べ
き
な
の

に
、
建
物
の
解
体
、
敷
地
の
整

地
を
な
ぜ
急
い
だ
の
か
。
前
工

跡
地
を
何
と
し
て
も
こ
の
機
会

に
取
得
し
た
い
一
身
で
、
急
い

だ
の
で
は
な
い
か
。
大
変
疑
義

を
感
じ
る
」
と
指
摘
し
、「
裁

判
は
、
県
と
の
汚
染
浄
化
費
用

の
分
担
協
議
を
断
念
す
る
こ
と

で
、
誤
っ
た
選
択
。
今
は
あ
く

ま
で
県
と
協
議
し
て
解
決
す
べ

き
」
と
厳
し
く
迫
り
、
本
会
議

で
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
し

た
。

国
保
税
の
年
金
天
引
き
に
反
対

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
六
十
歳
か
ら
無
料
に

c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c

（かし担保） 
第９条　乙（市）は、この契約締結後、売買物件に数
量の不足又は隠れたかしのあることを発見して
も、売買代金の減免若しくは損害賠償の請求又
は契約の解除をすることができないものとする。 

前
工
跡
地
の
土
壌
汚
染
問
題

「
前
代
未
聞
の
契
約
」を
前
知
事
と
結
ぶ

高
木
市
長
は
、
謝
罪
し
県
と
協
議
を
す
べ
き

市の新清掃工場建設計画
を考える講演会

－危険な溶融炉の選定中止を－

日時 ２月13日（土）１：30～３：30
講師 津川　　敬 氏（ジャーナリスト）

場所 県社会福祉総合センター７Fホール

主催 日本共産党前橋市議団

撤退が検討されいるイトーヨーカドー前橋店

今
議
会
に
党
市
議
団

が
提
出
し
た
「
全
額
国

庫
負
担
に
よ
る
『
最
低

保
障
年
金
制
度
』
の
創

設
を
求
め
る
意
見
書

案
」「
日
米
『
核
密
約
』

の
早
期
全
容
解
明
と

『
非
核
三
原
則
』
の
厳

守
を
求
め
る
意
見
書

案
」
が
、
他
会
派
の
賛

同
を
得
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

最
低
保
障
年
金

制
度
の
創
設

全
日
本
年
金
者
組
合

前
橋
支
部
か
ら
提
起
さ

れ
た
も
の
で
「
憲
法
第

二
十
五
条
に
も
と
づ
い

て
、
無
年
金
や
低
額
年

金
者
を
救
済
す
る
た
め

に
全
額
国
庫
負
担
に
よ

る
最
低
保
障
年
金
制
度

を
早
期
に
創
設
す
る
よ

う
求
め
る
」も
の
で
す
。

『
核
密
約
』の

全
容
解
明

前
橋
平
和
委
員
会
か

ら
の
要
請
で
「
日
米
の

密
約
に
よ
っ
て
長
期
に

渡
っ
て
国
民
を
欺
い
て

き
た
こ
と
は
断
じ
て
許

さ
れ
る
こ
と
で
は
な

い
。
国
は
今
こ
そ
、
そ

の
全
容
を
解
明
し
、『
非

核
三
原
則
』
を
厳
格
に

貫
き
、
本
当
の
『
非
核

の
日
本
』
を
実
現
す
る

よ
う
強
く
求
め
る
」
も

の
で
す
。

他
に
、
党
市
議
団
は

「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
廃
止
」「
生
活
福
祉

資
金
の
貸
付
」「
民
間

賃
貸
住
宅
へ
の
家
賃
補

助
と
公
営
住
宅
の
新
規

大
量
建
設
」
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出
し
ま
し

た
が
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

党市議団提出の２意見書が採択

老
人
セ
ン
タ
ー 


